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Summary: 

カメルーン西部州における王国の形成と伝統的な首長のコミュニティにおける役割

（１）というテーマのもと、西部州の王国を訪問した。フンバンの王宮、博物館を訪問

し、王国と王様の歴史について見聞をふかめた。（写真１）建物は、ドイツ様式をまね

たつくりであった。王宮と博物館を訪問中に、地域の住民などが王様を謁見する場面に

も遭遇した。（写真２）王は、定期的に住民との面会の時間をもうけており、その際に、

地域における問題などについて住民と意見交換をするとのことだった。 
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